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富山市教育委員会会議録 

平成３０年９月定例会 

１ 日  時  平成３０年９月２５日(火曜日) 

午後 ２時    開会 

午後 ２時４５分 閉会 

２ 場  所  本庁７階 教育委員会室 

３ 出席委員  教 育 長     宮 口 克 志 

        委  員     若 林 啓 介 

委  員     藤 井 久 丈 

委  員     高 田   健 

４ 説明のために出席した者 

事務局長               立 花 宗 一 

事務局次長（総務・社会教育担当）   酒 井 秀 祐 

事務局次長（学校教育担当）      高 木 健 吉 

教育総務課長             光 岡 伸 一 

参事（統合校整備等推進室長）     岸   重 臣 

学校施設課長             佐 伯 誠 司 

学校教育課長             豊 田 高 久 

学校保健課長             古 川 安 代 

生涯学習課長             竹 井 博 文 

大山教育行政センター所長       滝 川 智 士 

民俗民芸村管理センター村長      草 別 富 夫 

教育センター所長           池 渕   晃 

理事（科学博物館長）         宮 本 博 行 

郷土博物館長             井 村 寿 恵 

５ 職務のため会議に出席した事務局職員 

教育総務課主幹            平 井 聖 子 

教育総務課課長代理（管理係長）    桑 名 純 一 

教育総務課主査            日南田   司 

６ 傍聴人数  １人 
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７ 付議案件 

（１）議案 

議案第３４号   富山市教育委員会人事について

（２）報告事項 

報告事項３１   ９月市議会定例会における質問の概要について

報告事項３２   天文台の臨時休館について 

（３）その他 

その他１５ 大山歴史民俗資料館企画展「人やものを運ぶ －山岳地域の物流－」

その他１６ 売薬資料館特別展「富山藩の薬草・植物画」

その他１７ 郷土博物館特別展「幕末動乱と富山藩」

その他１８ 佐藤記念美術館特別展「江戸時代初期の茶の湯」

８ 会議の要旨 

【開会】 

[教育長]    開会を宣言する。 

        本日は尾畑委員が欠席であるが、委員の過半数の出席があるため、会

議は成立している。 

【前回会議録について】 

[教育長]    ８月教育委員会定例会会議録について意見等を求める。 

[各委員]    （意見なし） 

[教育長]    意見なしのため、前回会議録は承認された。 

【非公開案件について】 

[教育長]    議案第３４号については、人事に関する案件であるため非公開とした

いが、よろしいか。 

[各委員]    異議なし。 

[教育長]    承認を得られたので、議案第３４号については非公開とし、その他１

８の後に行うこととする。 

【報告事項３１】 

[教育長]    報告事項３１について事務局から説明を求める。 

[教育総務課長] （報告事項３１について説明） 
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[学校教育課長] 補足として、平成２９年度におけるいじめの認知件数が「０件」であっ

た学校に対し、児童生徒や保護者への公表を行うとともに、いじめの

認知漏れがないか確認するよう、平成３０年９月１４日付で通知した

ことを報告する。 

[教育長]    本件について、質問等はあるか。 

[若林委員]   いじめの重大事態の首長への報告や、いじめゼロ校の公表といった制

度について、質問された議員はどのように情報収集されたのか。 

[学校教育課長] 議員本人には確認していないが、これらに関する総務省の勧告や文部

科学省の通知が各省のホームページに掲載されており、それらを見て

調査研究されたものと思われる。 

[教育長]    文部科学省から通知が届いたのは平成３０年３月で、この通知におい

て、これからいじめゼロ校の公表を行う際には、子供や保護者に確認

を行い、漏れがないよう十分に確認することをあらためて求められた。 

[若林委員]   私も全国市町村教育委員会連合会等で、文部科学省の職員による教育

委員向けの講義や説明を少なからず聞いているが、いじめの重大事態

が発生した場合の首長への報告や、いじめゼロ校の公表等について、

そこまで詳しく説明されたことはないと思う。あらためて制度を理解

する機会となったので、教育委員としてこの件に限らず様々なことに

ついて理解を深める必要があるだろう。 

[藤井委員]   置き勉（学校に教科書等の荷物を置いておくこと）について、以前に

比べ荷物が重くなっていることで、どのような問題が発生しているの

か。 

[学校教育課長] 低学年の子どもは、重い荷物を毎日運ぶことによる腰痛などの健康被

害が心配される。 

[藤井委員]   持ち帰る物や学校へ置いていく物について、具体的に示したものはあ

るのか。 

[学校教育課長] 具体的に定めたものは無い。これまでも各学校の判断で、習字道具の

ような頻繁に使用しない物は学校に置いておく、といった対応をとっ

てきた。しかし、教科書となると、家庭学習等に考慮しなければいけ

ないことから、一律に定めることは難しいと考えている。子供、ＰＴ

Ａ等から具体的な相談を受けて、徐々に方向性が見えてくるものと思

われる。 

[教育長]    小学１年～３年の児童について、ランドセルを含めた荷物の平均重量

は７．７ｋｇという調査結果がある。自分の体重の２～３割を超える

荷物を毎日担いでいると、腰痛被害が発生しやすくなるという話もあ

る。近年、教科書のＢ版からＡ版への変更、カラー写真の増加、問題

集も教科書に組み込まれるようになったことで、教科書がどんどん厚

く、重くなっている。 
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【報告事項３２】 

[教育長]    報告事項３２について事務局から説明を求める。 

[科学博物館長] （報告事項３２について説明） 

[教育長]    本件について、質問等はあるか。 

[各委員]    質問等なし。 

【その他】 

[教育長]    その他１５，１６、１７、１８について事務局から説明を求める。 

[大山教育行政センター所長] （その他１５について説明） 

[民俗民芸村管理センター村長] （その他１６について説明） 

[郷土博物館長] （その他１７、１８について説明） 

[教育長]    ただ今の件について、質問等あるか。 

[各委員]    質問等なし。 

[教育長]    非公開案件に移る。傍聴、マスコミの方はご退席願う。 

《以下、非公開事項のため概要のみを記載する》 

[教育長]    （議案第３４号について事務局から説明を求める。） 

[教育総務課長] （議案第３４号について説明する。） 

[教育長]    （議案第３４号についての採決について、各委員に諮る。） 

[各委員]    （議案第３４号について同意する。） 

[教育長]    （議案第３４号について、原案のとおり可決したことを報告する。） 

【閉会】 

[教育長]    閉会を宣言する。 


